
シンポジウム　IV．　RIのステロイド代謝

らくsulfataseの活性に対してDHA→DHA－Sに働ら

くsulfokinaseの活性が比較的に著しく低ドしている可

能性を示した．

　次にC14－testosterone静注後の48時間尿中の放射性

androsterone（A）／etiochorolone（E）比を正常人と患者

についてしらべた．正常人（6例）の放射性AIE比に

比して，甲状腺機能冗進症（3例）では有意の増加（P＜

0．01）を，　甲状腺機能低下症の1例および副腎腺腫性

cushing症候群の2例においては低値を示し，肝硬変症

（3例）および慢性肝炎（3例）においては有意の変化

を示さなかった．これはtestosteroneから転換生成され

たandrostenedioneの5α一hyydrogenationの5β一hy－

drogenationに対する比率が，正常人に比して，甲状腺

ホルモン過剰時に比較的優勢となり，甲状腺ホルモン欠

乏時およびglucocorticoid過剰時に比較的劣勢となり，

肝障害時にはこの比率に大した変動がないためと考えら

れる．
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4．睾丸におけるステロイド代謝の研究

　　　　　　　　　大島博幸

　　　　（東京医科歯科大学　泌尿器科）

　睾丸におけるステロイド代謝のin　vitroにおける研

究は同位元素を利用した追跡弐験法の導入により発展し

た分野の一つである．その実験の実行にあたっては微量

の標識化合物を用いる関係ヒ，基質とするステロイドの

純度の検定，更に生成物の同定は実験ヒのもっとも大切

な点となる．同定にあたってはマイクロメソッドによる

化学反応とクロマトグラフィーを組合せて利用し，最終

的には標品と再結晶を行ない，比放射能を測定してその

一定なことによって決定するが，その実例を人睾丸より

えた16α一ヒドロキシプロゲステンについて示した．代

謝牛成物の同定を確実にすれば，その放射能を測定する

ことにより定量ができ，酵素活性などの測定が可能とな

る．一方基質とするステロイドは水に不溶であり，その

酵素も可溶化できないものが多い．しかしそのような基

質と酵素の間でも酵素反応の定量的取扱いが可能である

ことをステロイド・44－5α一ヒドゲナーゼについて示し

た．
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　一方睾丸におけるアンドロゲン生成部位は問質細胞と

考えられているが，酵素の細胞内分布について調べると

コレステO一ルからプレグネノロンに至る間に関与する

諸酵素はミトコンドリアに，プレグネノロンからテスト

ステロンに至る代謝を行なう酵素群はミクロゾームに局

在する．更にアンドロゲン代謝に関係があると考えられ

る16α一ヒドロキシラーゼ，d4－5α一ヒドロゲーゼはミ

クロゾームに，20α一ヒドキシステロイド・デヒドロゲ

ナーゼ，3α一ヒドキシステロイド・デヒドロゲナーゼは

可溶性成分に局在する．これらアンドロゲン代謝に関与

する諸酵素は外来ホルモンにより影響をうけ，ラットで

は性ホルモン投与により，17α一ヒドロキシラーゼ，17β一

ヒドロキシステロイド・テヒドロゲナーゼが著明に抑制

をうけるが，この際与味あることに，ヘキセステロール

投与により44－5α一ヒドロゲナーゼの活性が顕著に現わ

れる．人ではヘキセステロール投与により17α一ヒドロ

キシラーゼ，側鎖切断酵素（C－17－　C－20）の抑制が著明

である，睾丸におけるステロイド代謝は個体の一生の問

に大きく変動するが，　ラットでは思春期の開始と共に

d4－5α一ヒドロゲナーゼの活性が著明となり，この活性

が抑制されて，本来のアンドロゲンであるテストステロ

ンの生成に代謝が向かうためには，その生成物たるテス

トステロンが必要であることを示した．また人では高令

になると睾丸の3β一ヒドロキシステロイド・デヒドロ

ゲナーゼの活性が低下し，アンドロゲンとなるため基質

が供給されなくなると共に，側鎖切断酵素（C－17－C－20）

の阻害剤である20α一ジヒドロブゲステロンの生成が増

加してくることを示した．

　　　　　　　　　　　　＊

5．胎児一胎盤系におけるSteroid代謝

　　　　　　　　　前山昌男

　　　　（奈良県立医科大学　産婦人科）

　妊娠時，とくにその後半期に多量に産生されるestriol

の胎児胎盤系における産生機構について以下の3つの夫

験方法により研究した．　（1）正常ならびに異常妊娠後

期婦人にACTH，　metopironeおよびdexamethasone

を投与して，その副腎機能を刺激あるいは抑制による尿

中esriol，17－OHCSの描泄量の消長，（2）無脳児におけ

るin　vivoおよびin　vitroでのlebeled　pregnenololle

の代謝，　（3）胎盤homogenateによるlabeled　dehydro・

epi－androsterone（DHA）のincubation実験．

　正常妊娠ではACTHあるいはmetopirone投与によ
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